
ひと口メモ

発行　恵那市役所／編集　総合政策課広報広聴係
〒５０９-７２９２ 岐阜県恵那市長島町正家一丁目１番地１
志（０５７３）２６-２１１１／思２６-２155／（ＩＰ電話）０５０-５８０８-９５２１
http://www.city.ena.lg.jp/　糸 info@city.ena.lg.jp

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
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で印刷しています。
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あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 武並神社本殿 たけなみじんじゃほんでん　大井町森 1101-13 】

　武並神社の創建は鎌倉時代で、戦国時代の永正年間（１５０４
～１５２０）に兵火により全焼したとされるが、確かな資料は
ない。弘治２（１５５６）年に再建の機運が起こり、途中で中
断したものの永禄７（１５６４）年３月に完工した。岩村城主
遠山景任が本願、大井城主藤井常高が勧進元を務め、手向城
主勝氏、阿寺城主遠山氏、千旦林城主吉村氏、野井城主西尾

本殿は平成元年に国の重要文化財に指定されている

氏が参加し、近郷１０カ村に呼び掛けて、建立と遷宮式が行
われた。その後、寛文１１（１６７１）年から１２年にかけて大修
理が行われ、本殿は屋根が新しく造り直された。
　祭神は、大

おおなむちのみこと

巳貴命（大
おおくにぬしのみこと

国主命）、誉
ほんだわけのみこと

田別命（応神天皇）、
少
すくなひこなのみこと

彦名命の三柱と、源頼朝、頼家、実朝の源家三将軍である。

現在の武並神社本殿は、平成１９年度から２２年度にかけて解体修理を実施し、永禄７年の
再建当初の姿に復元整備したものである。

次号は

２月１５日号

発行日は

２月１５日㈪です

広報えな No.２５９
２０１６年（平成２８年）

２月１日発行

『広報えな』２月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．６円（税込み）です。

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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